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Abstract
DEXCS Launcher is a hack tool that aims to complement the usability of major open CAE software

so that DEXCS for OpenFOAM can be used easily and immediately by anyone, and is updated almost
every year for about 10 years. This is what we have continued, and we will introduce the development
process so far, the selling points of DEXCS2021 for OpenFOAM, and the future outlook.
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1. はじめに
DEXCSはオープンソース CAEを「誰にでも簡単，すぐに使える」を目的に開発されたオールインワンパッ

ケージシステムであるが，DEXCSランチャーは DEXCSの構成要素であるメジャーなオープン CAEソフトの
使い勝手を補完することを狙ったハックツールで，DEXCS for OpenFOAM では主役のオープン CAEソフトの
進歩に合わせて約 10年前からほぼ毎年更新を続けてきたものである．DEXCS2021ではランチャーを v2.5と称
してアーキテクチャを刷新し，プログラムステップ数も大幅に増えた．また今回は開発の初期段階においてオー

プン CAE勉強会で開発協力者を呼び掛けたところ，一部のモジュール開発において協力を得てそのモジュール
もリリースすることが出来た．

これまで個人的な活動の結果として DEXCSプロダクトを公開してきたが，自身の高齢化による体力・知力の
低下は如何ともし難く，そろそろ若い開発者に引き継いでもらいたいという想いもあり，少し前から DEXCSラ
ンチャーについて GitLab上で公開して，誰でも開発に参画できる仕組みは整えてきている [1]．
本発表ではこれまでの開発の経緯と現況を取りまとめるとともに，今後の展望を紹介するので，後継開発者の

参画を募る次第である．

2. DEXCSとは
DEXCS は，Digital Engineering on eXtensible Computing System の頭文字から名付けられ，拡張性を持つ

設計支援用解析システムとして，以下の 3つの目標を持って開発されているオープン CAEシステムである.

• 構築や運用に手間がいらず，手軽に利用できる
• 計算だけでなく，プリポスト機能まで対応する
• モジュールを自由に追加できる

これらの目標のもと，DEXCS は以下の特徴を持つシステムとなっている.

• 基本 OS(Linux)の上に CAEに必要なツールをすべて組み込んであり，オールインワンで配布されている.
• ダウンロードした ISOイメージを用いて，DVD起動や仮想マシン構築が可能で，HDDにインストールも
できる.

• 操作は DEXCS ランチャーに集約され，最小限の簡単なマウス操作で CAE解析を効率的に実現できる.
• 初心者の CAE 習得を支援するために，サンプル形状や初期設定が用意されており，確実に解析演習で
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きる.

開発当初は，株式会社デンソーでの社内 CAE教育の教材として使うことを目的に岐阜工業高等専門学校との
間で共同研究されたものであったが，現在では共同研究は終了して DEXCS公式サイトより誰でも無償でダウン
ロードできるようになっている [2].また，開発当初の線形構造解析 (Adventure)版は開発が完了しているが，非
線形構造解析版に発展，流体解析版はほぼ毎年更新版がリリースされている.

3. DEXCSの開発方針
DEXCSでは GUI操作が基本であるが，市販ソフトのそれとは開発コンセプトが異なる．そもそも市販ソフト

のセールスポイントは GUIの操作性にあるといっても良いくらいであり，市販ソフトではソルバー開発のみな
らず，そこに大量のマンパワーを投じて開発されている．

DEXCSは元々個人による開発プロダクトであり，オープンでフリー（無料）を謳うからには大量のマンパワー
を投じるわけにはいかない．また拡張性を持つと記したが，ゆくゆくはユーザー自身の手でカスタマイズしても

らうことも考えている．そういう意味で，この GUI部分は個人で開発維持するのが可能なボリューム範囲内に
なっている必要もあろう．

DEXCS for OpenFOAMに同梱されるオープン CAEツールも 10年前に比べて現在では，

• 形状作成には FeeCAD[3]
• 後処理には ParaView[4]
• OpenFOAMのパラメタ設定編集には TreeFoam[5]

というツールが精力的に開発が進められて，それぞれ使い勝手は異なるが，習熟すれば当該分野の市販ツールに

匹敵する機能を実現できるようになっている．したがって DEXCSランチャーでは，これらオープン CAEツー
ルを主体として活用できるべく，ツール間の連携や足りないところ等のニッチな領域の使い易さを向上させるこ

とを主眼としたハックツールとすべく開発を進めてきた．

したがって，ユーザーの目線からすると，解析のシーン毎に使うツールが異なってマウスの使い方が異なった

り，画面構成やファイルメニューも異なったりで，市販ソフトの統合ソフト的な使い易さには程遠いものがある．

しかしこれはフリーであるが故に仕方無いものと思ってもらうしかない．

また，市販ソフトではソルバーの内容がブラックボックスであるが故に，パラメタを直接指定するのでなく，

工学用語で指定することが多いが，DEXCSではパラメタを直接指定する場合が多い．ソルバーがオープンであ
るが所以もあって，ソルバーをブラックボックス的に使うのでなく，使いながらソルバーや CAEツールに関す
る知識を深めてもらいたいという思いがあるからでもある．

4. DEXCSランチャーの開発経緯
DEXCSの開発の主眼がメジャーなオープン CAEツール間の足りないところを補完するのが狙いであると記

したが，10 年前も現在も，オープン CAE ツールとして足りないものはメッシュ作成用 GUI ツールであろう．
DEXCSランチャーの開発経緯は，メッシュ作成ツール用 GUIの開発経緯といってもよいくらいだ．
図 1 に開発経緯のイメージ図を示すが，最下段に，メッシュ作成ツールについて取り纏めてある．当初は

OpenFOAMの標準メッシュツールである snappyHexMeshをメッシュ作成エンジンとして，Blenderというポ
リゴン系 CADツール向けに swiftSnapというプラグインツールが公開されていた [6]．これをいち早く取り入
れ，ランチャーから起動できるようにした．その後メッシュエンジンとしては，準標準ツール的な位置づけとな

る cfMeshが公開されるようになり，DEXCSでは以降，これを標準のメッシュツールとして採用してきている．
cfMeshは snappyHexMeshに比べて，複領域のメッシュ作成が出来ないという難点はあるものの，設定パラメタ
の数も少なく，とくに複雑な形状周りのレイヤー品質が圧倒的に良いのでこれを採用している．また，設定パラ

メタの数が少なく，さらに主要パラメタに限定すれば，これを GUIで設定するのはさほど困難でなかったので，
ｖ 1.5以降 FreeCADのマクロとして実装しリリースしてきた．但し，この FreeCADマクロも当初は主要パラメ
タのみの設定であったのを少しずつ改良（守備範囲を拡げる）につれて，マクロで起動できる単画面レイアウト

では画面が複雑化して，とくに初心者にとっては難しくなってしまっていた（図 2）．
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Fig. 1 DEXCSランチャーの開発経緯

Fig. 2 FreeCAマクロの開発経緯

設定項目が増えてくるようになると，GUI画面を複画面化したいと考えるのは当然の成り行きであったが，こ
のマクロで作成している GUI画面の延長線上で複画面化するのは容易でなく，やるとすれば新規に作り直した
方が良さそうであった．

一方，マクロの起動母体である FreeCADは，オープン系のソリッド CADツールとしてデファクトスタンダー
ド的なツールになってきているが，ワークベンチと称して独自の機能を組み込むこともできるようになっている

[7]．FEMワークベンチはその代表的なもので，簡単な構造解析の GUIツールとしても活用可能になってきてい
る [8]．つまり，FreeCADを単なる形状作成ツールでなく，CAEのベースプラットフォームとして使用する動き
が拡がっており，OpenFOAM活用についても CfdOFというワークベンチが公開され，知名度を上げてきている
[10]．この CfdOFについて調べてみたところ，そもそも市販ツールと同様の使い勝手を想定したツールのよう
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で，その目標の高さもあってか，完成度はまだまだであったが，メッシュ作成エンジンとして，snappyHexMesh
や cfMeshを想定したメッシュ細分化設定・作成用の GUIツールが用意されており，拙作の FreeCADマクロの
機能拡張には，これらのツールを流用できるのではないかという着想を得た．

5. DEXCSランチャー v2.5の構想
新たな DEXCSランチャーにおいては，CfdOFのフレームを活用することを基本とすることを考えた．その意

味はプログラム全体をサブプログラムへ分割する構造はほとんどそのまま流用させてもらい，サブプログラムの

中味を改変するということである．但し，CfdOFのメッシュツールと DEXCSマクロとの間には設計思想の違い
とでもいうべき点が大きく 3つ存在していた．

1. メッシュ作成対象の形状空間の考え方
2. ケースファイルのテンプレート
3. メッシュ細分化設定ファイルの作成方法

第 1項目は，CfdOFでは流体領域を予め CADデータとして閉じた空間領域を用意しておく必要があるという点
であった．市販ソフトでは一般的な方法であるかもしれないが，OpenFOAMの snappyHexMeshや cfMeshでは
そうでもなく，複数の構成パーツで結果的に閉じた空間を対象としてメッシュを作成することになる．DEXCS
マクロでは当然，後者の考えに基づいて形状モデルを作成するようにしている．

また第 2項目について DEXCSマクロでは，標準的なケースファイルをそのまま雛形として各種パラメタファ
イルを作成し，同梱の TreeFoamを使ってパラメタ変更することを想定している．さらに第 3項目でメッシュ細
分化設定ファイルの作成においては，cfMeshのマニュアル表記をベースに GUIでパラメタ設定した部分を直接
書き換えたり，追加したりのベタなやり方であるが，わかり易いプログラム方法をとっている．これも cfMeshの
設定パラメタがさほど多くないので出来ることであった．

これに対し CfdOFでは，第 2，3項目の区別なく，汎用的なテンプレートファイルを用意しておき，埋め込み
パラメタ部を書き換えるというスマートな方法で実現していた．その代わりにプログラムの解読が難解となって

いた．

プログラム開発にあたり，この設計思想の違いをどうするのかという判断があったが，まずは DEXCSマクロ
のこれまでの方式でやっていくことを前提に取り組むこととした．

また，当初の着想は，cfMeshのメッシュ細分化設定・作成ツールであったが，CfdOFを試用したところ，ソ
ルバー実行ツールにおいて，ソルバー実行に併せて計算の初期残渣を表示するグラフが立ち上がり，計算の進行

とともに更新された．これに類似の仕組みも DEXCSランチャーに組み込まれていたのだが，表示の美観上大き
な違いがあった．DEXCSランチャーではこの種のデータプロットには gnuplotがエンジンとなっており，これ
を pyFoamなり，JGPという，いずれも現在では開発が凍結されたツールを使って表示している．
これに対し CfdOFでは，Plotワークベンチという，これも FreeCADのワークベンチの一つを使ってグラフ

を描画していることがわかった．したがって，このソルバー実行ツールも併せて DEXCSワークベンチとして採
用し，Plotワークベンチを使う方法を習得できれば，従来 JGPを使ってポスト処理していた処理を，Plotワー
クベンチを使った処理に代替することも出来るのではないかと考えて取り組むことにした．

6. DEXCSランチャー v2.5の特徴
DEXCS ランチャーの GUI 画面イメージを図 3 に，前バージョン（DEXCS2020）と対比表示している．

DEXCS2020では全てのボタンが左端に集約されていたが，DEXCS2021ではメッシュ作成とソルバー実行を切
り離して DEXCSワークベンチから起動するようにして，それ以外のソルバー設定に係る作業を DEXCSツー
ルバーを使って作業するようになっている．DEXCS2021の DEXCSツールバーの中には，メッシュ作成やソル
バー実行ボタンも見られるが，旧バージョンとの互換性を考慮して残してあるだけである．

実際プログラムプログラム開発にあたっての取り組みの経緯は拙 HPのブログ記事として公開している [9]．こ
こでは出来上がったもののセールスポイントについて取り纏めておく．

従来の DEXCS マクロにおける懸案事項（以下の第 4，7 項は除く）はほぼ解消され，操作性，GUI インタ
フェースも改善された（と思う）．
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Fig. 3 DEXCSランチャーの GUI画面（左：DEXCS2020 / 右：DEXCS2021）

1. スケール変換機能の組み込み
2. meshDict インポート不具合対応
3. オプションパラメタの GUI 化
4. テンプレートケースの変更設定
5. maxCellSize のロジック変更
6. OpenFOAM 端末起動
7. プロットツールの一新

このうち第 2項は，メッシュ細分化情報を FreeCADのモデル情報として具備できるようにもなっているので，
インポートが不要となり，問題そのものが無くなった．

さらに第 7項のプロットツールは，あわよくばと駄目元で取り組んだものであったが，従来の JGPを使った
ポスト処理に比べて格段に使い易いものができた．これら YouTubeで使用方法の動画も公開しているので参照
されたい [11][12]．

7. 今後の課題
短期的な課題として、

• 未実装の設定パラメタ（例：並列細分化方法）の GUI化
• プロットツール（TableGUI.py）の機能拡張
• 編集⇒設定メニューにおける無用部の削除
• DEXCS以外の環境での動作検証

といったあたりは対応を予定しているが，ある意味マンパワーで解消できる問題である．その他，

• モデルだけをコピー移動した際の出力先問題
• snappyHexMeshにも対応できるようする
• FreeCADAppImage版から起動する TreeFoamサブセットの機能不全の問題
• FreeCADの標準ワークベンチモジュール化

といったあたりは，開発・設計方針に遡って広く意見を募って取り組みたいところである．

8. まとめ
DECXS for OpenFOAMに搭載された DEXCSランチャーについて，これまでの開発経緯と最新版について紹

介した．成果は GitLab上で公開し，後継開発者を募っている．
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